
生涯スポーツ環境の問題 Ｈ２４．０７

１． 競技団体への補助金と一般スポーツ愛好者への補助金の違い

・競技団体加盟人数　 約８６，０００人

・一般スポーツ愛好者数 約４２０，０００人

（１１３万人×４５％）－　８６，０００人　＝　４２０，０００人

注）４５％は、毎週１回以上スポーツを実施している人

①県体育協会への補助金 ２億７千万円

６８団体

対象人口 　８６，０００人

②県スポーツ推進委員協議会への補助金 １８万円

２６市町村４３２名

対象人口 全県民

スポーツ推進委員の会費（４，０００円／人）で運営

役員の旅費や事務局の賃金等で大半を消化

③県総合型地域スポーツクラブ協議会への補助金 ０円

３１クラブ

対象人口 全県民

クラブの会費で運営（予算がほとんど無いので活動が出来ない）

※生涯スポーツへの対応がほとんど無い

・スポーツ推進委員一人当たりの人口で、宮崎より多いのは、沖縄以外は

　大都市のみで有る

◎スポーツ推進委員の活用が計れていない

◎総合型地域スポーツクラブの活用が見えない（設立のみに力）

２． スポーツ環境の問題

・スポーツ少年団のやり過ぎが、スポーツ離れの一因

・大会が多すぎて、やり過ぎにつながっている

・大会が多すぎて、地域のコミュニケーション希薄の大きな要因

・スポーツ少年団のやり過ぎが、学校の崩壊につながるのでは

※今のスポーツのあり方が、地域崩壊につながっていると思う







平成２３年度 　都道府県別スポーツ推進委員数
　　平成２３年７月１日現在

NO 県　名 男　子 女　子 計 女性％ 推計人口 人口割合
13 東京都 914 609 1,523 40.00% 13,195,704 8664.3
27 大阪府 1,463 819 2,282 35.90% 8,861,443 3883.2
28 兵庫県 920 524 1,444 36.30% 5,568,403 3856.2
47 沖縄県 285 145 430 33.70% 1,401,730 3259.8
11 埼玉県 1,504 742 2,246 33.00% 7,204,353 3207.6
40 福岡県 1,211 483 1,694 28.50% 5,071,623 2993.9
23 愛知県 1,661 914 2,575 35.50% 7,422,170 2882.4
12 千葉県 1,474 686 2,160 31.80% 6,195,643 2868.4
29 奈良県 351 160 511 31.30% 1,391,040 2722.2
22 静岡県 1,026 371 1,397 26.60% 3,741,366 2678.1
9 栃木県 517 246 763 32.20% 1,993,283 2612.4

45 宮崎県 257 175 432 40.50% 1,126,639 2608.0
25 滋賀県 387 180 567 31.70% 1,413,590 2493.1
26 京都府 689 394 1,083 36.40% 2,625,563 2424.3
8 茨城県 919 333 1,252 26.60% 2,945,505 2352.6
2 青森県 407 171 578 29.60% 1,353,178 2341.1
1 北海道 1,763 728 2,491 29.20% 5,497,406 2206.9
19 石川県 326 206 532 38.70% 1,162,587 2185.3
4 宮城県 714 350 1,064 32.90% 2,322,474 2182.8
10 群馬県 663 251 914 27.50% 1,994,309 2182.0
24 三重県 629 219 848 25.80% 1,840,532 2170.4
33 岡山県 643 288 931 30.90% 1,936,893 2080.4
35 山口県 497 194 691 28.10% 1,433,588 2074.7
34 広島県 979 454 1,433 30.90% 2,844,513 1985.0
16 長野県 724 372 1,096 33.90% 2,139,882 1952.4
21 岐阜県 725 338 1,063 31.80% 2,066,959 1944.5
30 和歌山県 368 154 522 29.50% 989,983 1896.5
14 神奈川県 3,931 902 4,833 18.70% 9,069,694 1876.6
17 新潟県 817 455 1,272 35.80% 2,348,529 1846.3
37 香川県 354 182 536 34.00% 988,331 1843.9
3 岩手県 518 205 723 28.40% 1,304,889 1804.8
38 愛媛県 573 234 807 29.00% 1,414,293 1752.5
36 徳島県 347 114 461 24.70% 776,177 1683.7
42 長崎県 634 217 851 25.50% 1,406,076 1652.3
44 大分県 533 189 722 26.20% 1,185,823 1642.4
39 高知県 340 123 463 26.60% 753,855 1628.2
5 秋田県 460 233 693 33.60% 1,066,627 1539.1
7 福島県＊ 922 362 1,284 28.20% 1,969,852 1534.2
46 鹿児島県 828 283 1,111 25.50% 1,690,730 1521.8
20 福井県 357 189 546 34.60% 800,097 1465.4
6 山形県 572 232 804 28.90% 1,154,833 1436.4
43 熊本県 901 379 1,280 29.60% 1,806,134 1411.0
41 佐賀県 460 188 648 29.00% 843,492 1301.7
15 山梨県 492 201 693 29.00% 852,855 1230.7
32 島根県 398 181 579 31.30% 707,439 1221.8
31 鳥取県 352 166 518 32.00% 582,325 1124.2
18 富山県 744 441 1,185 37.20% 1,083,744 914.6

合計 36,549 15,982 52,531 30.42% 127,546,154 2428.0
＊福島県は、東日本大震災の影響により正確な数の把握が困難であるため、
  前年度の数字を掲載。

宮崎市は、スポーツ推進委員一人当たり
４，０００人が対象となる。

宮崎よりスポーツ推進委員一人当たり
の人口が多いのは、基本大都市である。

宮崎市は、スポーツ推進委員一人当たり
４，０００人が対象となる。
宮崎は、スポーツ推進委員がすごく動く
からでしょうか？それとも期待されてい
ないからでしょうか？



子どものスポーツ環境の変遷

　　勝利主義の親と子どもが中心

　　地域とは疎遠となった
　　　地区行事やＰＴＡ参観も出ない子が増えた

スポーツ 　現在 　　　　親や子どもの負担が増大→スポーツ離れ

少年団 ４校まで可 子どもの障害や燃え尽き症候群の問題

週５回～６回 　県外遠征も頻繁（親や子の悲鳴も有る）

練習

　　上手な人を入れる様になった

スポーツ １０数年位前 　　自治会とは疎遠となった
少年団 学校単位 　　　地区行事に参加しなくなった

週２～３回練習 　　　　親や子どもの負担が増える

地区外、市外遠征が多くなった

　誰でも入れた

子供会 自治会単位 　自治会で子育て
週１回～２回練習 　　地区行事優先であった

　　　地区内、市内での活動

※東大宮小の5,6年生でスポーツをしていない子供69人中、したくない子は７人（3月ｱﾝｹｰﾄ)

大人のチームも勝利主義へ
◎２０年位前までは、地区住民主体のチームが多かった（地区住民優先の貸出有）

・地区の行事優先で活動していた

・協会の大会も少なかった

●現在、勝利主義のため、地区がバラバラの集合チームが増大（地区住民優先貸出無）

・施設利用地区へのチームの帰属意識が無くなった

・週に２ヶ所、３ヶ所で練習しているチームの増加（施設の飽和）

（のんびりした、地区の人たちは、はじき出されてしまった）

・協会や各種団体の大会も多く、地区行事への参加が大きく減少

東大宮地区学校開放利用団体のチームの地区住民割合（全体：地区住民）
・宮崎シニアバスケ 12：2 ☆ﾌｫｰｶｽ（バレー） 16：9
・ネルズ（バスケ） 12：1 ☆華　（バレー） 12：7 　・：東大宮中
・ＰＡＤ（バスケ） 15：2 ☆翔猿(ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ） 16：4 　☆：東大宮小
・ｸｷﾀｸﾗﾌﾞ（バスケ）11：2 ☆ＨＳＣ（バレー）20：14 　★：東小
・大宮ｸﾗﾌﾞ（バスケ）15：4 ☆ＨＳＣ(ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ）18：13
・ｼﾃｨｽﾀｰｽﾞ（バスケ）13：0 ★あわぎ(ﾐﾆﾊﾞﾚｰ） 13：11
・ﾏｰｳﾞﾗｽ(バレー) 11：6 ★ｱｼｭﾗﾏﾝ(ﾐﾆﾊﾞﾚｰ） 12：12 　・夜間の体育館利用
・ＨＳＣﾀﾞﾝﾍﾞﾙ体操 15：11 ★波島(ﾐﾆﾊﾞﾚｰ） 19：19 　　２８団体
・ＨＳＣ（バスケ） 15：8 ★プライド(ﾐﾆﾊﾞﾚｰ）17：17 　・７割以上の地区住民
☆東大宮ミニバレー 16：14 ★東ミニ(ﾐﾆﾊﾞﾚｰ） 14：8 　　団体９団体（網かけ）
☆TUBAKI（バレー） 18：2 ★amour（バレー） 12：4
☆Q.Pee(ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ） 15：8 ★火切塚（バレー）12：10
☆kent(ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ） 15：5 ★ｿﾌﾄｸﾘｰﾑ(ﾐﾆﾊﾞﾚｰ）12：6
☆Kｳｨﾝｸﾞ（バレー） 10：6 250：152 　地区外　６２％
☆愛好（バレー） 13：7 62：38 　地区内　３８％

※今のスポーツの在り方が、地域を蝕んでいるのでは？
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２０数年位前まで
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スポーツ離れ→












